
聖母被昇天祭のお祝いに向けて

        フランシスコ・ザベリオ　日野　武満　神父 

聖母被昇天祭をお祝いします。

毎年七月上旬ごろに、日本カトリック神学院から司祭名簿が送られてきます。

今年の名簿の最後は、横浜教区出身のマキシミリアノ・マリア・コルベ内藤　聡神

父様が、８２６人目（２０１５年４月２９日叙階）になっています。

名簿には、すでに帰天された司祭も記載されていますので、同年代の司祭ですでに

帰天された人たちについて、懐かしい思い出がよみがえります。

私の書棚に [ Ａ　ＳＯＮＧ　ＦＯＲ　ＮＡＧＡＳＡＫＩ ]　があり、著者は、パウ

ロ　グリン神父‘愚　輪’と書かれていて京都教区での宣教司牧で日本の文化、宗教

等が書かれていますが、特に第二次世界大戦終結について、Ａ－ＢＯＭＢ　原子爆

弾の放射能で被爆した長崎医科大学医学部在任中の永井隆博士の子供（誠さん、茅

乃さん）や家族親戚等の写真が掲載されていて興味深く読みました。更に同大学の医

学部医師のヘルマン・大倉一郎神父の写真が掲載されていて、被爆者として、医者

として不可知論者として書かれていて、（１９６０年５月５日叙階―１９９３年９月

２７日帰天）司祭名簿に２７５番の３３年の生涯をイエス・キリストに捧げたことを

知りました。

戦後７０年、日本は平和が続いてきました。そして、８月１５日は戦争終結と、聖

母マリアの被昇天を祝います。教会は、この神秘を次の世代にもしっかりと伝えてい

かなければならないと思います。

教
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月
）
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日 曜 典　礼（ミ　サ） 備　　　　考 そ　の　他　

　２ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第１８主日

　６ 木 祝日ミサ ( ９：３０) 主の変容［祝］

　７ 金 初金ミサ ( ９：３０)

　９ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第１９主日

１４ 金 週日ミサ ( ９：３０)

１５ 土 祭日ミサ ( ９：３０) 聖母の被昇天［祭］ 原宿で戸塚・原宿・中和田合同ミサ（18:00）

１６ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第２０主日

２１ 金 週日ミサ ( ９：３０)

２２ 土 信徒の会（映画鑑賞会 14：00）

２３ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第２１主日　子どもミサ

２８ 金 週日ミサ ( ９：３０)

３０ 日 主日ミサ ( ９：００) 年間第２２主日

『聖母被昇天』ティツィアーノ・

ヴェチェッリオ画 Assunta (1516-1518)
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～ 中和田の風 ～

「カトリック入門講座」受講者募集のお知らせ

- キリストへの旅 -

２０１１年４月２１日復活前夜祭に当教会で受洗された名取一義さん（４６才）にお話を伺いました。

▲受洗されたきっかけは何ですか？

⇒人には言えない悩みや生きにくさを感じ始め、心の病を発病した２０代後半頃から一度教会に行ってみたいと

思っていました。その思いが徐々に「イエス・キリストを知りたい、近づきたい、そのためにはマリア様を知りたい、

近づきたい」という気持ちにまで膨らみ、「イエス・キリストならこの苦しみから救ってくださるのではないか」

という思いが増々強まりました。自宅がある瀬谷区の近隣教会をあちこち探したところ、中和田カトリック教会

に出会いました。その後は小林神父様に約一年ご指導を受け受洗に至りました。

▲受洗して良かったですか？その後信仰はどのように深まりましたか？

⇒受洗して一番良かったことはミサに与ると心が洗われ気持ちが穏やかになれることです。受洗前勉強していた

頃には分からなかったミサの流れも理解できるようになったし、神父様の説教も注意深く聴くようになりました。

ミサは一週間のうちで一番充実した時間です。又レジオマリエの集いでお祈りする時も心が休まりマリア様に少

し近づけた気持ちがします。マリア様に保護されている教会で受洗できて本当に良かったと思います。ただ私の

意志の弱さのために朝起きられないことが多く、毎週ミサに与れないのは改めたいと思っています。

▲好きな聖句があったら教えてください。

⇒聖句というより、渡辺和子さんの本が愛読書です。

「置かれた場所で咲きなさい」「面倒だから、しよう」など心に届く言葉で分かり易く書かれています。ついつい

朝早く起きることなど面倒になってしまいがちな私ですが、反省しながら何度も読み返しています。

▲今後教会とどのように関わりたいと思っていますか？

⇒時々先唱をさせて頂いているので典礼ミーティングに参加したり、他にも機会があったらもっと勉強したいと

思っています。生活保護を受けているため週５日作業所に行く以外は時間があります。教会は心が豊かになり精

神的に満たされる唯一の場所なので、共同体の中で私ができることがあれば少しずつ関わりを増やしていきたい

と思っています。

新しくキリスト教を学びたい、知りたいという方はもちろんのこと、信徒

のご家族で未信徒の方々のために「カトリック入門講座」を開講致しますの

で、お勧めになってみたい方にお声をおかけください。また信徒の皆様の中

で、もう一度勉強してみたいという方もご参加歓迎です。信仰を見直すよい

機会になると思います。どうぞよろしくお願いいたします。以下に講座の内

容を簡単にご紹介します。

Ⅰ期：自分らしく生きる（セッション１～１０）→私たちが自分をよりよく

意識し、自分を受け入れて生きることをねらいとする

Ⅱ期：キリストと共に生きる（セッション１１～１６）→現代に生きる私た

ちがキリストと出会い、信仰を得る

Ⅲ期：秘跡を生きる（セッション１７～２２）

講座開始は９月からで、月に２回（第２、第４土曜日：午後２時～４時）のペー

スで行う予定です。講座は教区「カトリック入門講座　ヘルパー養成コース」

の研修過程を修了した今井暁子と岩﨑好愛が担当させていただきます。お問

い合わせ、お申込みは今井または岩﨑までお願いいたします。

（宣教Ｇ　岩﨑　好愛）

「マリア様を求めて」
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第五地区共同宣教司牧委員会について

７ 月 度  信 徒 の 会 報 告

初めに岩渕さんから７月度委員会報告がありました。特に建物を考える会から将来を見据え教会を新しく建て直

すことについて教区からのアンケートの説明後、意見交換がありました。駐車場の問題から納骨堂の話に至るまで

様々なご意見がありましたが、概ね宣教の拠点としてふさわしい場所にすることを目指し、共同体の活性化を図っ

ていきたいということになりました。話し合っていく中で新しい教会への希望が少し感じられました。

次に８月に森脇美武さんご推薦の「ヒロシマ・ナガサキ－核戦争のもたらすもの」というドキュメンタリーの映

画鑑賞会を開くことにしました。広島市と長崎市が初めて共同で企画した記録映画です。映画を鑑賞した後には分

かち合いの時間も持とうということになりました。信徒の中には実際に被爆された方々をご存じの方がいらっしゃ

いますので、そのお話も聞けると思います。戦後生まれの者にとってはどこか遠い物語と感じられてしまいますが、

まずは関心を持って原爆、戦争の恐ろしさを、映画を通して少しでも感じ、語り継いでゆくことが大切ではないか

と思いました。８月２２日（土）午後２時からを予定しております。詳細が決まり次第追ってお知らせいたします。

どうぞご家族、ご友人など誘ってご参加ください。

最後に、この度の映画会はもちろんのこと「湘南キリスト教セミナー」など大きなイベントが開催されますので

案内板や教会の門の横にイベントをお知らせする大きな掲示板の必要性についても話し合われました。手作りのお

菓子（ココナッツミルクゼリー）を持参してくださった方もいらして、コーヒー・紅茶を頂きながら終始和やかな

雰囲気で話し合いが進みました。ありがとうございました。　　　　　　　　　　　（信徒の会担当　今井 暁子）

「共同宣教司牧委員会って何ですか？」という御質問が届いているので簡単に紹介して欲しいと広報さんから

依頼がありました。

共同という言葉には二つの意味があると思います。一つは小教区間の連携、そして司祭、修道者、信徒の間の連携で、

特に後者に焦点が当たっています。集会祭儀などによる司祭不足への対策に力点が置かれた教区もあるようですが、

横浜教区では梅村司教様が司祭、修道者、信徒の協力・共同を大事にするようお話しになっていらっしゃいます。

このような活動の一環として、第五地区（藤沢、片瀨、大船、鍛冶ヶ谷、戸塚（原宿）、中和田）では、年四回程度、

６小教区の司祭と教会委員長そして６つの修道院の代表者、約２０名の方々が集まり、情報交換や課題の討議が行

われています。またこの全体会議とは別に祈る力、伝える力、証しする力を育てることをテーマに３つの小グルー

プを作り、共同宣教司牧委員会のメンバーは全員どれか一つの小グループに入って年数回の会議を開いています。

各グループの構成は毎年変え、その一年のテーマを設定して議論しています。（例えば、青少年への宣教、家庭で

の祈り、祈りの会、証しする活動の状況と展開、・・・）

信徒にとっては、この会に定期的に参加し議論することで、各教会でどのような活動が行われているか情報交流

もでき、色々な考え方に接することで大変勉強になります。大事なことはそこでの経験や情報を小教区に持ち帰り、

フィードバックして行くことかと思っています。中和田教会では今回は岩﨑副委員長にこの機会をお譲りしました

ので、現在の詳細な状況については岩﨑さんにお尋ね下さい。 　　　　　　　　　　　（教会委員長　岩渕 英介）

典 礼 グ ル ー プ か ら の お 願 い

日頃典礼の諸活動に関して、皆さまには多大なご理解とご協力を賜り、まことにありがとうございます。

典礼Ｇでは、皆さまに少しでもより良い形でミサに与って頂くためにいろいろ改善に努めておりますが、以下の

事項について、是非皆さまのご協力を賜りたく存じます。

すべて単純なことではありますが、ご理解とご協力を頂ければ幸いです。

（１） 会衆席には、なるべく前方（祭壇に近い方）から着席頂きますようお願いします。

（２） 会衆席は４人掛けですが、どうしても端 ( 外側 ) の席から着席される場合が多いよう

です。後から入堂される方のために、なるべく内側の席から着席願えれば幸いです。

（３） パイプ椅子などの補助椅子を聖堂内に持ちこむことは、ご遠慮頂いております。

（但し、復活祭や降誕祭など特別な祭日ミサを除きます）ご理解をお願いします。

いずれも、「みんなで主の食卓（つまり祭壇）を囲む」という、ミサに与る喜びを、

より強く体感出来るようにお互いに気配りをしようという主旨のお願いです。

重ねてご理解とご協力のほど宜しくお願い申し上げます。              （典礼 G　小野 雅彦）

典 礼 グ ル ー プ か ら の お 願 い
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が
参
加
し
た
。

・「
典
礼
奉
仕
者
養
成
コ
ー
ス
」
過
去
に
受

講
し
た
信
徒
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
10

月
２
日
～
３
日
に
鎌
倉
十
二
所
日
本
殉

教
者
修
道
院
で
開
催
さ
れ
る
。

■
そ
の
他
報
告
事
項

・
月
修
配
布
資
料
が
、
配
布
さ
れ
た
。

・
戸
塚
教
会
か
ら
、
戸
塚
・
原
宿
・
中
和

田
の
三
教
会
合
同
ミ
サ
開
催
の
提
案
が

あ
り
、
討
議
の
結
果
、
11
月
第
3
日
曜

日
の
条
件
で
同
意
す
る
旨
回
答
す
る
。

■
討
議
事
項

・
教
区
よ
り
、「
教
会
建
物
に
対
す
る
考
え

方
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
き
て
お
り
、
７

月
末
迄
に
回
答
す
る
の
で
、
回
答
案
の

資
料
を
ベ
ー
ス
に
し
て
活
発
に
議
論
が

行
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　

  

以
上

（
次
回
委
員
会　

9
月
12
日
）

－ ４ －

委
員
会
だ
よ
り

（
文
中
敬
称
略
）


